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凡例

1 京都大学百年史は、京都大学百年史編集委員会が編集する京都大学百年

の歴史であり、総説編 1巻、部局史編3巻、資料編3巻よりなる。

2 部局史編は、平成 6(1994)年 3月31日現在、京都大学を構成する学部・

研究科・研究所・センタ一等の部局、医療技術短期大学部、および平成 5

(1993)年 3月31日に廃止された教養部について記述したものである。

3 部局史編3巻の構成は、次の通りである。

部局史編 1 総合人間学部文学部教育学部大学院法学研究科・

法学部経済学部大学院理学研究科・理学部大学院

医学研究科・医学部、医学部附属病院薬学部

部局史編 2 工学部農学部農学部附属農場農学部附属演習林

大学院人間・環境学研究科 (旧)教養部化学研究所

人文科学研究所胸部疾患研究所原子エネルギー研究

所木質科学研究所 (本巻)

部局史編 3 食糧科学研究所防災研究所基礎物理学研究所ウイ

ルス研究所経済研究所数理解析研究所原子炉実験

所霊長類研究所東南アジア研究センタ一保健管理

センタ一 大型計算機センター 放射性同位元素総合セ

ンタ一 体育指導センター へリオトロン核融合研究セ

ンター放射線生物研究センタ一環境保全センター

情報処理教育センター超高層電波研究センター アフ

リカ地域研究センター 遺伝子実験施設生体医療工学

研究センター留学生センタ一生態学研究センター

埋蔵文化財研究センター 医療技術短期大学部
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4 記述については、以下の要領によった。

(1) 敬称・敬語は使用しない。

(2) 本文は常用漢字、現代仮名遣いを使用した。ただし、人名などの固有

名調およびかな書きでは意味をとりにくい用語などはこの限りではな

L、n

(3) 資料引用文は常用漢字を用いたが、かなづかい、送りがなは原文によ

った。

(4) 原則として和文の書名・雑誌名・新聞名等は rj、論文名・研究題

目等は i Jで表し、欧文の場合はそれぞ、れ“ "、 ‘ 'で表記した。

(5) 年代の表記は、年号・西暦の併記を原則とし、どちらを主とするかは

各部局内部で統ーをはかった。

(2) 
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写真10-41農業簿記研究施設正面玄関

435 

写真10-42農学部本館から見た農業簿

記研究施設全景 435 

写真10-43和歌山県古座田原の畦畔な

し水田(通称フケ田) 440 

写真10-44麦秋の植物生殖質研究施設

443 

写真10-45研究調査船縁洋丸 444 

写真10-46水産実験所標本館 444 



写真10-47水産実験所本館 445 

第11章農学部附属農場

写真11-1 京都帝国大学農学部附属農

場本館 450 

写真11-2 京都帝国大学農学部附属農

場全景 450 

写真11-3 果樹園の暗渠施設の設置

452 

写真11-4 摂津農場本館 452 

写真11-5 創設期の研究棟 454 

写真11-6 種畜舎と牧農夫舎 454 

写真11-7 左から堆肥合、肥料舎、本

館、研究棟 455

写真11-8 古曾部園芸場と職員宿舎

455 

写真11-9 園芸加工室 455 

写真11-10加工室での缶詰の巻き締め

作業 455 

写真11-11水田のパイプ・イリゲーシ

ョン施設 456 

写真11-12果樹園のパイプ・イリゲー

ション施設 456 

写真11-13競菜園のオーパーヘッド・

イリゲーション施設 456 

写真11-14門柱の建設 456 

写真11-15果樹園における潅水法

456 

写真11-16果樹園における馬耕 457 

写真11-17水田における牛耕 457 

写真11-18強く切り戻された二十世紀

梨 458

写真11-19ライシメータに栽植された

柿 458

写真11-20古曾部園芸場全景 459 

写真11-21オオオニパス 459 

写真11-22田園風景 460 

写真11-23水田の除草 460 

写真11-24摂津農場創立20周年記念撮

影 461

写真11-25研究棟 461 

写真11-26大区画化された水田圃場

462 

写真11-27スピードスプレイヤーによ

る果樹園の薬剤散布 462 

写真11-28機械格納庫 464 

写真11-29古曾部温室の管理棟・研究

棟 465

写真11-30改築された古曾部温室のガ

ラス室 465 

写真11-31創立50周年記念祝賀会

466 

写真11-32農場創立50周年記念撮影

466 

写真11-33銀杏並木の改植 468 

写真11-34冬の農場本館 469 

写真11-35田植え時の記念撮影(昭和

9年6月24日) 473 

写真11-36ダイズの収穫風景(昭和初

期) 473 

写真11-37米の供出 474 

写真11-38果樹園の草刈り 478 

写真11-39モモの主幹形栽培 478 

写真11-40アスパラガスの定植 480 

(25) 



写真11-41イチゴの収穫 481 

写真11-42ウツボカズラ (Nepenthes

‘Hybrida')の育種 484 

写真11-43アジサイの研究 486 

写真11-44農学部本館内に移転した京

都農場 488 

写真11-45在りし日の農場実習(昭和

11年) 492 

写真11-46苗取りの実習 494 

写真11-47実習の記念写真(昭和53

年) 494 

第12章農学部附属演習林

写真12-1 扇平作業所 517 

写真12-2 ペニヒの伐採 517 

写真12-3 キナ乾燥場における始業前

の朝礼 518 

写真12-4 当時の現地民族衣装を着た

学生たち(昭和 5年度学生

実習) 520 

写真12-5 旧台湾演習林での台湾省林

業試験所関係者との交流

520 

写真12-6 威陽演習林事務所付近(昭

和15年頃) 521 

写真12-7 威陽演習林事務所(昭和15

年頃) 521 

写真12-8 朝鮮演習林付近の人々の様

子(昭和10年頃) 523 

写真12-9 演習林周辺にあった火国民

の家屋 523 

写真12-10旧朝鮮演習林の現況 524 

(26) 

写真12-11樺太演習林事務所(昭和 5

年頃) 524 

写真12-12古丹岸団地(昭和初期)525 

写真12-13亜屯団地(昭和初期) 525 

写真12-14作業員と捕獲されたヒグ

マ 525

写真12-15管流し 527 

写真12-16山火事跡の整理 527 

写真12-17学生実習(昭和10年) 527 

写真12-18アシウスギの巨木 530 

写真12-19芦生演習林事務所構内(昭

和12年頃) 531 

写真12-20芦生演習林事務所構内(昭

和61年) 531 

写真12-21長治谷実習施設 531 

写真12-22学生実習(昭和30年頃)

535 

写真12-23学生実習(植栽) 537 

写真12-24公開講座 537 

写真12-25森林資料館「斧蛇館J537 

写真12-26標茶区旧事務所 541 

写真12-27標茶区事務所 541 

写真12-28馬による丸太の玉曳き(昭

和28年) 542 

写真12-29製材品の生産 543 

写真12-30白糠区事務所 547 

写真12-31夏期学生実習(演習林実習)

549 

写真12-32冬期学生実習(演習林実

習) 549 

写真12-33和歌山演習林遠望 551 

写真12-34銚子の滝(第 2林班) 551 



写真12-35海瀬定一、市河教授らによ

る設定時の調査(大正14年

頃) 552 

写真12-36和歌山演習林事務所 552 

写真12-37八幡谷作業所と苗畑(昭和

32年) 554 

写真12-38スギ人工林 556 

写真12-39学生実習(森材本作業実習)

558 

写真12-40地元小学生対象の樹木観察

会 558

写真12-41設置当初の本部試験地

560 

写真12-42本部試験地全景 560 

写真12-43旧演習林本部建物 561 

写真12-44学生実習(昭和30年頃)

561 

写真12-45学生実習(苗畑実習) 561 

写真12-46苗木養成されたメタセコイ

ア(8年生) 562 

写真12-47材鑑室 563 

写真12-48旧試験地事務所 564 

写真12-49上賀茂試験地事務所 566 

写真12-50上賀茂試験地構内周辺

566 

写真12-51沼田大学名誉教授寄贈の温

室竣工記念(昭和30年)

568 

写真12-52大温室 568 

写真12-53マツ属見本林(30年生)

568 第14章 (旧)教養部

写真12-54タイワンスギの開花結実 写真14-1 門衛詰所 617
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写真12-57ユーカリ見本林 573 

写真12-58テーダマツ実験林(30年生)

573 

写真12-59温室での導入種の育成 573

写真12-60パンクシアの花 573 

写真12-61岡本道雄総長記念植樹(昭

和54年) 574 

写真12-62旧徳山試験地事務所跡地

(現:徳山市周南緑地)577 

写真12-63整地前の緑化樹見本園付

近 578

写真白-64移転当時の徳山試験地 578

写真12-65現徳山試験地事務所と徳山

市街 578 

写真12-66徳山試験地内の天然生林

578 

写真12-67緑化樹見本国 578 

写真12-68マツ属試験林 578 

第13章大学院人間・環境学研究科

写真13-1 科学技術と自然の調和(明

治21年南禅寺境内に建造さ

れた水道橋、本学名誉教授

田辺朔郎設計) 585 

(27) 



写真14-2 左から A号館・中央館・D

号館 626 

写真14-3 教養部図書館 660 

写真14-4 1階閲覧室 661 

写真14-5 LL-A322教室 666 

写真14-6 E21教室 668 

写真14-7 京大教養部報 672 

写真14-8 宿泊研修(百済寺にて)675 

第18章原子エネルギー研究所

写真18-1 中央実験所本館 973 

写真18-2 工学研究所旧正門付近 973

写真18-3 工学研究戸斤創立10周年記念

976 

写真18-4 工学研究所宇治新館 980 

写真18-5 本館屋上より(左から)機械

工作棟、原子炉安全解析実

験装置室、高温液体伝熱流

動実験室、プラズマエネル

ギー直接変換実験棟を望む

982 

写真18-6 平成 6年度公開講演会(於

京大会館) 983 

写真18-7 高温液体金属ナトリウム自

然対流ならびに強制対流熱

伝達実験装置 1010 

写真18-8 プラズマエネルギー直接変

換実験装置 1012 

写真18-9 生理指標計測を用いた認知

心理実験の風景 1015 

写真18-10レーザー法水素同位体分離

の研究に用いられた炭酸ガ

(28) 

スレーザ一光源 1017 

写真18-11赤外分光装置と 7テスラス

プリット型超伝導電磁石

1018 

写真18-12蒸発実験装置 1023 

写真18-13レーザー光散乱スペクトロ

メーター 1024 

写真18-14核エネルギー炉材料高温挙

動測定装置 1027 

第19章木質科学研究所

写真19-1 木質科学研究所創立50周年

記念式典(木質ホール)

1035 

写真19-2 マボヤの皮のうを精製した

もの 1074 

写真19-3 セルロース微結晶の拡大写

真 1074

写真19-4 rリグニン分解菌の団体回

転培養J(木質バイオマス研

究大部門) 1076 

写真19-5 高温高圧水蒸気処理圧縮試

験機(木質バイオマス研究

大部門) 1081 

写真19-6 シロアリ消化管中の共生原

生動物(木材分解の主役)

(木質材料機能研究大部門)

1085 

写真19-7 ディジタル油圧式サーボ実

験万能試験機(木質材料機

能研究大部門) 1087 
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